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気分修飾物質としてのチョコレート

ー実験心理学的検討一

Chocolateasamoodmodulator

-experimentalanalysis-
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l）序論

なぜ人はチョコレートを摂取するのだろうか。カカオ

は噌好品として人類が摂取し始めた訳ではなく，またカ

カオ摂取の原初形態は今日われわれのイメージにある甘

い味のチョコレートでもない。カカオが南米から西欧社

会にもたらされて，食品として広く普及するには砂糖が

廉価な添加物となり，甘いチョコレートとして生産され

ることが必要だったロヴァン・ホーテンがココアの製法

を開発したのが１８２８年，食べるタイプのチョコレート

は１８４７年に英国で発明されている。我が国では１８７７

年に風月堂で「千代古齢糖」が発売された。典型的な

ミルクチョコレートｌＯＯグラムにはcaffeinel8mg，

ｔｈｅｏｂｒｏｍｉｎｅ３１０ｍｇ，ｐｈｅｎｙｌｃｌｈｌａｍｉｎｅＯ,７ｍｇ，ｔｙｒａ
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ｍｉｎｅ１．５ｍｇが含まれている。現代のチョコレート摂取

ではまずその甘さによる末梢の味覚効果が重要な因子で

あると考えられる(Bruinsma＆Taren,1999)“しかし，

チョコレート摂取が「噌癖」（addiction)や渇望(crav‐

ing)を起こすことも指摘されており（例えばHethe

rington＆MacDiarmid,1993)，チヨコレート成分の中

枢作用も考えなくてはならない。

実際，カカオマス（カカオから脂肪分であるカカオバ

ターを除いたもの）にはいくつかの向精神作用を持つと

考えられる物質がふくまれている。第一はtyramine，

phenylethylamineなどの生体アミンであるが，これら

は消化管や肝臓でモノアミン酸化酵素(ＭＡＯ)によっ

て代謝されるので脳に達するとは考えにくい。第二は

theobromine,caffeineなどのmethylxantine類であ

る。caffeineはラットの条件性場所選好で強化効果をし

めすが(Bedingfieldeta1.,1998),カカオマス中のcaf‐

feine含量は１％以下であり，条件性場所選好に効果を

もつ用量とは考えにくい。ヒトを被験者とした例では，

コーヒーやチョコレートから日常的に摂取される用量で

もcaffeine,theobromineともに偽薬からの弁別が可能
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である．しかしcaffeineは気分修飾効果をしめすのに対

しtheobromineの気分修飾食効果ははっきりせず

(Ｍｕｍｆｏｒｄｅｔａ1.,1994),theobromine強化効果の報告例

はない。caffeineからtheobromineへの弁別刺激効果

の般化は動物実験でもほとんど見られない(Carney

eta1.,1985;Holtzman,1986)。Caffeineは直接的には

adenosine受容体に作用し，これを介してdopamine系

神経の活性を高める。第三の可能性はcannabinoidを

介するものである。チョコレートからjV-acylethanol‐

aｍｉｎｅが検出されており（Tomasoeta1.,1996),この物

質は直接cannabinoid受容体を活性化させ，また内因

性cannabinoidであるanandamideを増加させる作用

を持つ。ただし，通常のチョコレート摂取でこのような

効果がでる用量になるかどうかは疑問である。さらに，

最近になってチョコレートにtetrahydroβ-carboline

類が含まれていることがわかった(Herraiz,2000)。この

アルカロイドはＭＡＯを抑制したりbenzodiazepine受

容体と結合することによる神経修飾作用を持つ。チョコ

レートの含有量としては0.66-0.7〃g/ｇである。

では実際にチョコレート摂取が心理的な効果を持つの

だろうか？チョコレート摂取の中枢効果として考えら

れるのは気分(mood)に対する効果である。欧州１４カ

国の調査ではチョコレート摂取量の多い国では殺人が少

なく自殺が多いという（Lester,1991)。また，米国の大

学生ではウツ傾向とチョコレートの噌好の間に一定の関

係が見られた(Lester＆Bernard,1991)。女性のチョコ

レート哨好者のおよそ半数では月経数日前から摂取量が

顕著に増加することもチョコレート成分の気分変調に対

する効果を示唆する(Rozineta1.,1991)。これらの調査

研究はもちろん直接チョコレートの中枢効果を証明する

ものではないが，気分修飾のためのチョコレート摂取を

示唆するものである。食物の摂取は自己治療行為（self、

medication）という側面を持っており（Christensen，

1993)，チョコレートがマグネシウムやある稲の伝達物

質の不足の自己治療として摂取されている可能性が示唆

されている(Bruinsma＆Taren,1999)。また，意識的に

自己治療としてチョコレートを摂取する人達には非定型

ウツ症状であるヒステリー性気分変調に結びついた性格

傾向を示すことが多いともいわれている（Schuman

eta1.,1987)。Macdiarmid＆Hetherington（1995）は

２０名の普通の女性と２０名のチョコレート「噌癖」の女

性で７日間にわたってチョコレート摂取と気分の変化

を調査したが，チョコレート摂取による明白な気分改善

効果を認めなかった。

第５４号２O02

このように，ヒトでの洲査研究の多くはチョコレート

の気分修飾効果を示唆するが，これらが単に味覚の効果

を反映しているのか，チョコレートに含まれる薬理活性

成分の効果であるのかについて十分な実験的事実がある

とは言い難い。そこで本稿ではまず動物実験によって

チョコレート成分の気分修飾効果を検討する。

2）動物実験による気分修飾効果の検討

気分の修飾はさまざまな方法で検討できるが，はじめ

に抗ウツ効果のスクリーニングに頻用される強制水泳，

ついで条件性場所選好(CPP:ConditionedPlacePrefer‐

ence)によって気分改善効果を分析する。

実験ｌ強制水泳での無動状態への効果

抗ウツ作用の検討に用いられる実験法のひとつに強制

水泳法がある（Porsolleta1.,1977)。これは動物をガラ

スビンの中で泳がすもので，水中から脱する方法がない

のでしばらくすると動物は無動状態に陥る。翌日に同じ

装置に動物を入れると，学習性無力（leamedhelpless‐

ness）によって，最初からあまり泳がず，無動状態が続

く。しかし，この時に抗ウツ薬を投与しておくと，無動

状態の短縮が見られ，これは学習性無力からの改善と考

えられている。本実験ではこの系を用いてカカオマスの

効果を検討する。

方法

被験体：ウィスター系雄性ラット（２０週齢）２０個体

を用いた。いずれも１２時間の明暗サイクルの人工照明

下で飼育され，餌，水は自由に与えられた。

装置：内径１８ｃｍ，高さ５０ｃｍのガラスびんを用い

た。水泳時には水温２５℃の水を深さ３０ｃｍまで入れ

た｡実験室の照度はガラスびん内のラットの位置で１２．６

ルクスで，実験中は７０ｄＢの白色雑音が流された。ま

た，ラットの行動はモニターテレビによって観察され

た。

手続き：一日目はすべての個体とも１５分間の強制水

泳を行った。この間ラットの無動時間を１分毎に計測し

た。水泳終了後，ラットの体を拭き，３２℃のインキュ

ベータに１５分間入れた。２日目はｌＯ個体づつ２群に分

けられた。カカオ群はカカオマスを用量1,000ｍｇ／１

kg,容量５ｍl/kｇになるように温湯で溶いたものを水

泳開始１時間前に胃内投与され，統制群は温湯を投与さ

れた，強制水泳は５分間で，その間の無動時間を１分ご

とに計測した。
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結果と考察

２日目の強制水泳の結果はFig.１に示されている．カ

カオ投与群はすべての時間帯で統制群より有意に無動時

間が短縮されていた（いずれもﾉー test,ｄｆ＝18,Ｐ＜0.05)．

また統制群では後半に無動時間が著しく贈加するのに，

カカオマス投与群ではそのような傾向は見られなかっ

た．この結果は明治製菓生命科学研究所のマウスを使っ

た先行研究の結果とも一致し，武田(1999)のカカオマ

スポリフェノール（CMP：カカオマス中のポリフェノー

ル類）の抗ストレス作用の報告とも整合性のあるもので

ある。われわれは十字迷路によって測定される不安傾向

がＣＭＰ投与で軽減されるという知見も得ており（草山

他，2001)，カカオ成分の向精神作用は一貫して認めら

れている。しかし，強制ﾉk泳での評価法は心理作用と運

動作用が分離されないため，カカオマスの心理作用のみ

を示しているとは言い難い。カカオマスの栄養効果も当

然勘案されなくてはならない口実際，Kuribara＆Tado、

koroはココア（１９/kg）とtheobrominc（ｌＯｍｇ/kg）

がマウスの活動性(ambulatoryactivity）を増進させる

ことを報告しており，連動系への直接効果を考える必要

がある“

われわれは抗ストレス作川をヒトで検討するためにク

レペリン課題遂行におよぼすチョコレート摂取の効果を

調べたが，作業量には顕著な変化は見られなかった。し

かし，ＳＴＡI(State-TraitAnxietylnventory)によって

状態不安を検査するとチョコレート摂取によって不安傾

向の減弱が見られた（渡辺・古屋，1999)。遂行不可能

な視覚探索課題によってヒトを学習性無力にしてチョコ

レート摂取をさせると，やはり不安傾向が減弱する

(Weisenbergeta1.,1993)。なお，われわれのヒトの実験

ではチョコレートは自由摂取であり，その摂取量はおよ

そ板チョコｌ／４から１枚であった。本実験の強制水泳

でのカカオマス投与用量は成人ではおよそ板チョコ５

枚分に相当するので，ヒトの通常のチョコレート摂取量

でラットの実験でみられたような抗ウツ様作用が発現し

ているとは考えにくい。

気分修飾物質としてのチョコレ
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薬物の強化効果（報酬効果）は条件性場所選好で検討で

きる。条件性場所選好の訓練では，はじめに動物の場所

に対する選好を測定する。その際により少なく滞在して

いた場所か非選好の場所，言い換えれば，嫌いな場所と

いうことになる。もし，ＣＭＰの投与とこの非選好側の

場所が条件づけられることによって，その場所の嫌悪性

が軽減されれば，ＣＭＰは気分修飾効果を持つと考えら

れる。投与経路は経口カニューレを用いた胃内投与と

し，味覚効果が関与しないようにする。

方法

被験体：ウィスター系雄性ラット（８－１０週齢）２４個

体を用いた。いずれも１２時間の明暗サイクルの人工照

明下で飼育され，餌，水は自由に与えられた。

装置：実験箱は２５×２５×２５ｃｍの２区画からなるア

クリル製の箱で，一方の区画の壁面は白で床に直径５

ｍｍの穴か一様にあけられており，他方の壁面は黒で床

に穴はない．２つの区凹の間に仕切板を挿入して動物を

一方に拘束することができる。

手続き：第１日目はラットに１５分間自由に実験箱内

を探索させ，どちらの区画にどの位滞在したかを計測す

る．以卜．の条件づけでは，より選好されなかった区画を

薬物側，選好された方を蒸留水側とする．ラットはカカ

オマス群（lＯ個体)，ＣＭＰ投与群（１０個体)，生理食塩

水投与群（４個体）に分けられる．条件づけ１，３，５日目

はカカオマスまたはＣＭＰ（いずれも５０ｍｇ/k9,5ｍl／

kg）または生理食塩水(５ｍl/kg)を胃内投与し，その後

非選好側にラットを４０分間拘束する．２，４，６日目では

蒸留水を胃内投与し，選好側に４０分間拘束する．以上

の６日間の条件づけの後，ラットに１５分間自由に実験

箱を探索させ，条件づけによる選好の変化を調べる。

実験２カカオによる条件性場所選好の形成

ヒトがチョコレートを自発摂取し，時に心理的依存性

や渇望を示すことはカカオ成分が強化効果を持つことを

示唆する。食品としてのチョコレートには様々な要素が

含まれているが，カカオマスに含まれる成分の中枢作用

が強化効果を持つことも十分に考えられることである。
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実験３ＣＭＰ気分修飾効果の用量一反応曲線

実験２はカカオ成分の気分改善効果を示唆するが，も

しそれが中枢作用によるものであれば，その効果は用量

依存的な変化を示すはずである，本実験ではＣＭＰの用

方法

被験体：ウィスター系雄性ラット４０個体を用いた。

これらの個体は人工照明で１２時間の明暗サイクルで飼

育され，餌，水は自由に摂取できた。

装置：ラット用のＣＰＰボックス（ENV-013，Med‐

associateslnc.)を使用した。ボックスは３つの異なる

区画から構成されている。２つの大きな区画は選好区画

で，それらの間には小さい区画がある。それらの区画に

は，被験体のいる位置を探知するための１５個の赤外線

フォトビーム探知器が付いており，自動ギロチンドアに

よって任意に隔離することができる。実験箱内部の全長

は２１×68×２１ｃｍ（縦幅×横幅×高さ）である。フォト

センサーは装置内部の壁に５ｃｍ間隔で，選択区画には

６つずつ，中央区画には３つ付いている。中央区画は，

横幅１２ｃｍ，灰色のＰＶＣ製の壁と床からなっており，透

明のポリカーボネート製の蓋が付いている。選択区画

は，それぞれ横幅１１ｃｍである。一方の区面の内部は，

黒のＰＶＣ製の壁で，床は直径４．８ｍｍのステンレスス

チール棒が１６ｍｍ間隔で付いている。他方の区画の内

部は白のＰＶＣ製の壁で，床はステンレススチール製で

1.25×1.25ｃｍの網目状の床である。また，両区画はと

３００３２０３４０３６０３８０４００

PRE-CaDTlq､』h肥(SEC）

Fig.２．Correlationbetweenstayingtimeaｔｔｈｅｎｏｎ－ｐｒｅｆｅｒｒｅｄｓｉｄｅｐｒｉｏｒｔｏｃｏｎｄｉｔｉｏｎｉｎｇａｎｄｔｈｅｅｆｆｅｃｔｓ

ｏｆｃｏｎｄｉtioning(differencebetweenthepostandpreｔｅｓｔｓｉｎｓｅｃ）ｉｎｒａｌｓ､ＢｏｔｈＣＭＰａｎｄＣａｃａｏ

ｍａｓｓｇｒｏｕｐｓｓｈｏｗｅdnegativecorrelation(upper2panels),whilesalineinjectiondidnot．

量一反ﾙＭｌ１線を求める。
結果と考察

Fig.２は第１日目の選好と条件づけによる変化を示

す。カカオマスあるいはＣＭＰによる条件づけを受けた

場合は，第１日目の選好の程度が少ないほど条件づけの

効果が顕著に認められる。カカオマス投与群では条件づ

け前の選好と条件づけの偏差積率相関係数は0.61,

ＣＭＰ群では０．５４であった。しかし，明らかに条件づけ

が成立し，条件づけ前後での差が大きいのは条件づけ前

の選好が極めて弱いもの，換言すれば，むしろ嫌悪性を

もっていた場合である。すなわち，カカオマスの効果は

積極的な強化効果というよりは不快な気分の改善効果と

考えることができる。このような効果は単に条件づけの

過程で非選好区画に繰り返し拘束された結果であるかも

しれない。しかし，Fig.２に示されるように，生理食塩

水による条件づけではそのような効果は認められないの

で，カカオマスの気分改善効果は慣れによるものではな

く，なんらかの中枢作用によるものと考えられる。
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もに透明のポリカーボネート製の蓋が付いている。ＣＰＰ

実験箱は，試行が終わるとその都度７０％エタノールで

よく清拭された。また余計な環境刺激の介在を避けるた

め，７０ｄＢの白色雑吉のもとで実験が行なわれた。実験

箱内の照度は黒区画，灰色区画がおよそ２１x,Ｆ１区画が

およそ２５ｌｘであった。

手続き：各被験体はギロチンドアの閉められた状態で

灰色の区画に入れられ，１分後にドアが開き，１５分間自

由に装置内を探索させて各区画での滞在時間を計測す

る。その後，被験体はＣＭＰ５ｍｇ/k９，２５ｍｇ/k９，５０

ｍｇ/kｇおよびｌＯＯｍｇ/kｇ投与の４群に週齢と選好区

画における滞在時間に関して，分散が等質になるように

分けられた。条件づけは６日間に亘って行われ，１，３，５

日目にはＣＭＰを胃内投与された後，非選好区画に４０

分間拘束され，２，４，６日目には水を投与された後，選好

区画に４０分間拘束された。７日目にはギロチンドアの

開いた状態で再び場所の選好を１５分間計測した。

結果と考察

Fig.３は非選好区画の滞在時間を条件づけの前と後

での差として示したものである。明らかにＣＭＰの投与

によって用量依存的に非選好区|血iでの滞在時間が増大し

ている。条件づけ前後での差は５ｍｇでは０．０２（対のあ

るftest,ｄｆ＝9,ｔ＝2.28)，２５ｍｇで0.11（t＝Ｌ28)，５０

ｍｇで０．０５(t＝1.79)，１００ｍｇで０．０２(t＝2.41）であっ

た。この結果は，チョコレート成分中のＣＭＰのみで気

分修飾効果が得られることを示す。この実験で注目すべ

き特徴のひとつはＣＭＰ投与の強化効果が必ずしも強い

ものではないことである。すなわち，amphetamine，

morphineなどで同様の実験を行うと動物は薬物投与と

結びついた区画に強い固着を示すが，ＣＭＰはこのよう

な強い効果はなく，嫌悪性の軽減というマイルドな気分

修飾効果にとどまると考えられる。

2００

気分修飾物質としてのチョコレート

０

５２５５０１００

ＣＭＰ(ｍg/Kg）

Ｆｉｇ．３．ＤｏｓｅｒｅｓｐｏｎｓｅｃｕｒｖｅｓｏｆＣＭＰ‘Abscissa：

Ｒａｔｉｏｏｆｔｈｅｓｔａｙｉｎｇｔｉｍｅａｌｎｏｎ－ｐｒｅferr‐

ｅｄｓｉｄｅａｆｔｅｒｃｏｎｄｉｔｉｏｎｉｎｇｏｖｅｒｔｈａｔ

ｐｒｉｏｒｔｏｃｏｎｄｉｌｉｏｎｉｎｇＯｒｄｉｎａｔｅ:Ｄｏｓｅｏｆ

ＣＭＰｉｎｍｇ/k9,ｐ､o、

嫌悪がＣＭＰによって改善されるかを検討した。

方法

被験体：ウィスター系雄性ラットｌＯ個体を用いた。

飼育環境その他はこれまでの実験と同じである。

装置：実験３と同じものを用いた画

手続き：区画の選好を調べた後，選好のあった側と

beta-carbolineの条件づけを行う。すなわち，１，３，５日

にはＦＧ７１４２を２．５ｍｇ/Ｋ９（溶媒diethylsulfoxide,ｌ

ｍｌ/Kg）腹腔内投与した後，被験体を選好側区画に４０

分間拘束する。２，４，６日目は生理食塩水を投与した後，

４０分間非選好側区画に拘束する。これらの処置の後，再

び選好を測定する。この選好テストにおいて嫌悪性の獲

得（beta-carboline側への選好が５０パーセント以下に

なったもの）を示した個体について，さらにＣＭＰの条

件づけを行った。すなわち，１，３，５日目にはＣＭＰ５０

ｍｇ/kｇを胃内投与された後，非選好区画に４０分間拘

束され，２，４，６日'1には水を投与された後，選好区両に

４０分間拘束された。その後，再び場所の選好が１５分間

計測された。

結果と考察

１０個体中５個体がbeta-carboline投与後に区画の選

好が逆転し，嫌悪性の獲得を示した。beta-carbolincに

よるＣＰＡの獲得は先行研究と一致する（Ｔｓｕｄａｅｔａ1.,

1989)◎これらの個体では条件づけ前と後で相対滞在時

間に有意な差が認められた（11.test，ｔ＝7.64,ｄｆ＝４，ｐ＜

0.001)。Fig.４はこれらの個体でＣＭＰによる条件づけ

を行った結果である。ＣＭＰ条件づけ後にはbeta，

carboline条件づけによる嫌悪性が著しく改善されてい

る。ＣＭＰ条件づけの前後で相対滞在時間の差には０．０６

実験４学習性嫌悪にたいするＣＭＰの効果

実験３で問題になるのはラットの条件づけ前のもと

もとの選好の機構である。通常ラットは明るい（白い）

場所を避け，暗い（黒い）場所に長く留まるか，その神

経機構は明らかではない。そこで次には実験操作によっ

て嫌いな場所を作り，その獲得された嫌悪性がＣＭＰに

よって軽減されるかどうかを検討した。そのため，不安

惹起物質であるＦＧ７１４２（methylcarboline-carboxy、

amide)の投与によって動物に実験的に場所嫌悪(CPA：

conditionedplaceaversion）を形成させ，その学習性
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することを試みた。被験者はアナログスケールによる渇

望の評価とチョコレートの質問紙調査を音楽提示前後に

うける。さらに，行動薬理学で用いられる比率累進試験

法(progressiveratioschedule)によるチョコレートの

強化効果の測定を行った。その結果，ウツ状態を誘導さ

れた被験者はチョコレートをより強く求めることがわ

かった。この実験は気分によってチョコレート摂取傾向

が変化することを示したものである。以下の実験では

チョコレート摂取によって気分が変化するかどうかを検

討する。

(N=5）
０

ＢｅｆｏｒｅＡｆｔｅｒＡｆｔｅｒＣＭＰ

ｃｏｒｎitlonIn9conditionin9conditiOnｉｎｇ

ＥｆｆｅｃｔｓｏｆＣＭＰｕｐｏｎｃｏｎｄｉｔｉｏｎｅｄａｖｅｒ‐

sion・Percentstayingtimebeforecon‐

ditioning（leftbar),wasreducedbythe

conditioningwitｈＦＧ７１４２（middlebar)．

Ｔｈｉｓconditionedaversionwasattenu‐

atedbyCMPconditioning(rightbar)．

Ｆｉｇ．４．

実験５暖昧語評価によるチョコレート摂取の気

分修飾効果１

われわれはClark（1983）によって開発された音楽聴

取による気分誘導を用い，その気分がチョコレート摂取

でどのように変化するかを検討した。気分研究の問題点

のひとつは測定法である。谷口(1995)は意味の暖昧な

表現をポジティヴに評価するかネガティヴに評価するか

によって被験者の気分を測定することを試み，音楽聴取

による気分の修飾を認めた。われわれはこの方法に従っ

て社会的な記述語の評価を用いた。また気分の誘導には

音楽聴取を用いた。音楽による気分の誘導とチョコレー

ト摂取によるその気分の修飾を暖昧語の評価から検討し

た。

方法

被験者：Ｙ女子短大の学生に参加してもらった。１回

目５１名，２回目４６名が参加した。今回の分析では２回

とも参加した２９名のデータのみを用いた。

テスト：性格表現として，あきらかにポジティヴなも

の８，あきらかにネガティヴなもの８，暖昧なもの３３を

用いた。

手続き：１回目のテストはチョコレート摂取なしの条

件で通常の授業時間内に集団で行った。被験者は性格表

現の表現として適切かどうかを０から４までの５段階

評価で行うことを求められた。なお，理解できない項目

には丸をつけるように教示された。２回目のテストは

チョコレート（ブラックチョコレート，ミルクチョコ

レート，各１枚）を渡され，自由に摂取できる状態で行

われた。記入開始はチョコレート配布後約５分であっ

た。暖昧語評価の後，チョコレート摂取の質問紙調査を

行った。時間はいずれも午前１０時から行われた。

で有意な差が認められた(t＝1.9,ｄｆ＝4,ｐ＝0.06)。つま

り，学習性の嫌悪はＣＭＰ条件づけによって改善されて

おり，ＣＭＰによる気分修飾効果は学習性の嫌悪性につ

いても認められたのである。しかし，beta,carboline条

件づけ前の選好とＣＭＰ条件づけ後の滞在時間の間には

なお弱い差があり（t＝Ｌ98,ｄｆ＝4,ｐ＝0.12),学習性の嫌

悪についてはＣＭＰによる効果は強いものとはいえな

い。ＣＰＡの低下は嫌悪性を獲得した場所へ繰り返し拘

束されることによる消去の可能性も考慮する必要もあ

る。beta-carbolineによるＣＰＡの消去実験は報告され

ていないが，ＣＰＡは一般に消去しにく〈（Parkereta1.,

2000;Cunnighameta1.,1998)，また実験２で生理食塩

水投与が嫌悪性を変化させなかったことから，本実験の

ＣＭＰ投与によるＣＰＡ減弱はＣＭＰの気分修飾効果によ

るものと思われる。Kuribara＆Tadokoro(1997）はレ

バー押しまたはシャトル箱での回避学習後の高用量

theobromine投与が回避率を減少させることを報告し

ており，この結果も学習性嫌悪の減衰と解釈することも

できる。

以上の実験2-4によってＣＭＰの気分改善効果が動物

実験によって示された。これらの実験はＣＭＰを投与し

たものであり，そのどの成分が気分修飾効果を担ってい

るかは明らかではないが，ヒトのチョコレート摂取にお

ける気分修飾効果を示唆するものである。

3）ヒトにおける気分修飾効果

ヒトにおけるチョコレートの気分修飾効果は調査に基

づくものが多く，実験は少ない。Wilnerら(1998)は被

験者に音楽を聴かせて実験的にある種のウツ状態を誘導
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実験６暖昧語評価によるチョコレート摂取の気

分修飾効果２

本実験は基本的に最初の実験の追試になるが，次の２

点が異なる。ｌ)実験を集団実験ではなく，個人実験にし

た。これは教室でのチョコレート摂取という不自然さを
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気分修飾物質としてのチョコレート

ＩＮＣＲＥＡＳＥＤＥＣＲＥＡＳＥ

Ｆｉｇ､５．Ｃｈａｎｇｅｏｆｅｖａｌｕａｔｉｏｎｏｆｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｏｎ

ｐｅｒｓｏｎａｌｉｔｙｂｙｃｈｏｃｏｌａｔｅｃｏｎｓｕｍｐｔｉｏｎ・

Ｔｈｅｕｐｐｃｒｐａｎｃｌｓｈｏｗｓｅｖａｌｕａｔｉｏｎｏｆ

ｔｈｅａｍｂｉｇｕｏｕｓｃｘｐｒｃｓｓｉｏｎａｎｄｌｈｃｌｏｗ‐

ｅｒｔｈａｔｏｆａｌｌｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓ．

なくすためのものである。２)評価を繰り返すことの効果

を検討するため，１回|｜にチョコレートを摂取するもの

と，２回目に摂取するものの２群を設けた｡

方法

被験者：Ｋ大の学生１５名に参加してもらった。１回

目にチョコレートを摂取する群９名，２回目に摂取する

群６名の計１５名のデータを用いた。

テスト：性格表現として，あきらかにポジティヴなも

の８，あきらかにネガティヴなもの８，暖昧なもの３３を
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３０結果と考察

分析データは１回目，２回目それぞれの平均値を用い

た。Fig.５上は暖昧語の評価がチョコレート摂取によっ

て高得点になったことを示す。すなわち，高得点になっ

たものは２３項目，低得点になったものｌＯ項目であっ

た。サイン検定の結果はＺ＝2.09で５％水準で有意な

差か認められた。Fig.５下はすべての表現語について同

様の分析を行ったもので，Ｚ＝3.06でやはり５％水準で

有意な差を認めた。チョコレート摂取によって，性格表

現はいわば厳しく評価されたことになり，これはある種

の活性化を反映しているのかもしれない。しかし，この

実験ではすべての被験者は１回||にチョコレートなし，

２回目にチョコレート摂取の条件なので，結果は単に繰

り返しの効果を反映していたとも考えられる。

ｌｌＮＣＲＥＡＳＥＤＥＣＲＥＡＳＥ

Ｆｉｇ６・Ｃｈａｎｇｅｏｆｅｖａｌｕａｔｉｏｎｏｆｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｏｎ

ｐｅｒｓｏｎａｌｉｔｙｂｙｃｈｏｃｏｌａｔｅｃｏｎｓｕｍｐｔｉｏｎ･

Thesubjectsindicaledbyopencircｌｅｓ

ｃｏｎｓｕｍｅｄｃｈｏｃｏｌａｔｅａｔｔｈｅｆｉｒｓｔｓｅｓｓｉｏｎ

ｂｕｔｎｏｌｉｎｔｈｅｓｅｃｏｎｄｓｅｓｓｉｏｎ．The

subjectsindicatedbyclosedcirclescon，

ｓｕｍｅｄｉｎｔｈｅｓｅｃｏｎｄｓｅｓｓｉｏｎＴｈｅ

ｕｐｐｅｒｐａｎｅｌｓｈｏｗｓｅｖａｌｕａｔｉｏｎｏｆｔｈｅ

ａｍｂｉｇｕｏｕｓｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎａｎｄｔｈｅｌｏｗｅｒ

ｔｈａｔｏｆａｌｌexpressions．
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用いた。

手続き：被験者は一人づつ性格表現の評価を行った。

方法は前回の実験と同様である。

結果と考察

Fig.６上が群ごとにまとめた暖昧語評価の変化であ

る。１回El摂取，２回目摂取に関わらず，チョコレート摂

取によって評価が高得点に変化することが見られる。

データ数がす〈ないため分析には個人ごとに各表現語の

テスト間での変化を集計したものを用いた。Fig.６下は

すべての表現語に対して同様の分析をしたものである

が。Fig.６上と同様な結果か得られた。次に２群をまと

めて分析したものがFig.７である。分析には個人デー

タの集計を用いた。暖昧語（上)，すべての表現語（下）

ともにサイン検定で有意な差を認めた（暖昧語Ｚ＝2.05,

全体Ｚ＝2.29)。このことは前回の実験結果を支持する

ものである。

以上のことから，実験５の結果はテストの繰り返しに

よる効果ではなく，チョコレート摂取に起因するものだ

と考えられる。また集団実験，個人実験ともに同じ結果

が得られたことは，効果の頑健性を示唆するものといえ

よう。なお，性格表現の評価がいわば厳しくなることの

機構については今後の検討が必要であるが，ある種の気

分活'性作用によるものかも知れない。動物実験ではカカ

オマスまたはＣＭＰが用いられているのに対し，ヒト実

験では商品化されたチョコレートそのものか用いられて

おり，後述するようにカカオマス以外の要因も考えなく

てはならない。したがってこれらの結果がカカオマスあ

るいはＣＭＰによるのか否かは明らかではない。また仮

にＣＭＰによるとしても，ヒトの自由摂取では動物実験

と比較するとかなり低用量であり，ヒトでも高用量摂取

では違う効果か得られるかも知れない。しかし，いずれ

にしてもチョコレートの気分修飾効果は動物実験でもヒ

トでも認められたことになる。

法２９3０
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4）総合考察一味覚効果との関連一

本論文の一連の実験はチョコレートの気分修飾効果を

示すが，先に述べたようにチョコレートの普及には甘味

が重要な因子になっている。Rozinら(1991)はチョコ

レートへの噌好とmethylxantine類を含む食品である

お茶，コーヒー，コーラの噌好との相関係数を調べ，お

茶との間では0.01,コーヒーでは-0.03,そしてコーラ

との間では０．２０であるという結果をえた。したがって，

チョコレートは含有するmethylxantine類とは関係な

く好まれているといえる。また，チョコレートの噌好と

カカオ成分を含んでいないホワイトチョコレートの噌好

の相関は0.27,チョコレートと他の甘味食品では０．３３

であった。この調査はチョコレートかまずその味覚に

よって摂取されていることを示唆する。

MichnerとRozin（1994）は味覚を経由しないカカオ

成分のカプセル投与により，チョコレートに対する渇望

(craving)に対する味覚効果と中枢効果を分離すること

を試みた。その結果，カプセル投与では渇望の変化がな

く，渇望は味覚を経由するものと考えられる。しかし，

この実験の被験者は自らチョコレートに渇望があると認

めた人たちであるので，結果には味覚と中枢効果の条件

づけの結果か混入しているという問題が残る。本論文の

実験５，６での被験者にはとくに強い渇望を報告する者

はなかったが，チョコレート摂取の経験は当然あるの

で，味覚を経由しない中枢効果のみを厳密に特定するた

めにはMichnerとRozinのようにカプセル投与を用い

る必要がある。

動物実験ではチョコレートなどの摂取が固形飼料の摂

取よりopioid桔抗薬のnaloxoneによる抑制をうけや

す〈（Ｇｉｒａｕｄｏｅｔａ1.,1993)，ヒトにnaloxoneを点滴し

ながら食物選択をさせると高脂肪甘味の食品（チョコ

「－－

ＩＮＣＲＥＡＳＥ睡餌EASE

Fig,７．Ｃｈａｎｇｅｏｆｅｖａｌｕａｔｉｏｎｏｆｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎper‐

sonalitybychocolateconsumption・Ｔｈｅ

ｕｐｐｅｒｐａｎｅｌｓｈｏｗｓｅｖａｌｕａｔｉｏｎｏｆｔｈｅ

ａｍｂｉｇｕｏｕｓｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎａｎｄｔｈｅｌｏｗｅｒ

ｔｈａｔｏｆａｌｌｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓ．
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気分修飾物質としてのチョコレート ２１

レートなど）にたいする選好が特に低下する（Drewn‐

ｏｗｓｋｉｅｔａ1.,1991)◎アルコールを好むラットで水と

サッカリン水，または水とチョコレート水の選択をさせ

ると水よりサッカリン水，チョコレート水を選択する

か，チョコレート水の方がより多く摂取される。nal・

trexoneと５ＨＴ２桔抗薬であるamperozideが投与さ

れるとどちらの薬物とも用量依存的にチョコレート水の

摂取量を減衰させる。したがって，チョコレート摂取は

これらの桔抗薬に対して単なる甘味摂取より感受性が強

いことが示唆される。このように，チョコレートの味覚

がなぜ好まれるかという機構は現在のところopioidを

介する機構とserotoninを介する機構のふたつが考えら

れている。

本論文での一連の実験とこれらの味覚効果の研究を総

合すると，実際のチョコレート摂取は，味覚によって惹

起される必ずしもチョコレート特異的でない甘味の味覚

刺激と向精神作用のあるＣＭＰ成分の中枢効果の両方に

依存したものと考えられる。さらに，ＣＰＰの実験は中枢

効果が条件づけ可能であることを示しており，味覚刺激

は中枢作用の条件刺激となりえる。したがって，チョコ

レートの味覚はそれ自体の効果とともに条件刺激として

ＣＭＰ様の中椛効果を起こすと考えられる。このように，

チョコレート摂取履歴による条件づけの効果が加わるこ

とにより，より強いチョコレートへの噌好が生じると考

えられる画
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